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平
素
は
、町
行
政
の
推
進
に
格
段
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、み
な
さ
ま
か
ら
多
く
の
ご
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
小
・
中
学
校
へ
の
空
調

設
備
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、昨
年
２
月
に
中

学
校
へ
の
設
置
が
完
了
し
、引
き
続
き
、９
月

に
町
内
３
小
学
校
へ
の
設
置
が
完
了
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、築
53
年
が
経
過
す
る
内
原
小
学
校
の

校
舎
改
修
工
事
は
、便
所
棟
の
増
築
や
老
朽
化

が
進
ん
で
い
た
教
室
・
廊
下
の
床
張
り
替
え

な
ど
、本
年
３
月
末
の
完
成
に
向
け
、順
調
に

工
事
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
工
事
は
、国
庫
補
助
金
の
対
象
と

な
っ
た
ほ
か
、有
利
な
交
付
税
措
置
が
認
め
ら

れ
、さ
ら
に
、地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
の
対

象
と
な
り
、財
政
状
況
の
厳
し
い
地
方
に
と
っ

て
、町
の
貯
金
に
当
た
る
財
政
調
整
基
金
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
な
く
、町
の
負
担
を

大
幅
に
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
健
や
か
に

年
間
で
60
人
増
加
し
、７
５
２
６
人
と
な
り
、

増
加
し
た
３
市
町
の
中
で
、増
加
数
と
増
加
率

に
お
い
て
県
内
で
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、和
歌
山
県
の
総
人
口
は
、本
町
の

人
口
を
上
回
る
８
１
２
９
人
が
減
少
し
、

97
万
９
３
５
４
人
と
な
り
、18
年
連
続
の
減
少

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
人
口
増
加
の
要
因
は
、従
来
か
ら
の

下
水
道
整
備
や
子
育
て
支
援
の
整
備
充
実
に

加
え
、県
公
表
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
津

波
浸
水
想
定
に
よ
り
、浸
水
想
定
区
域
外
で
の

民
間
の
宅
地
開
発
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、き
め
細
か
い
施
策
の
充
実
に
努

め
、人
口
増
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

景
気
は
、緩
や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
中
、

第
五
次
日
高
町
長
期
総
合
計
画
に
基
づ
き
、子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
各
種
施
策
の
充
実
を
図
り
、職

員
一
丸
と
な
っ
て
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
高
町
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、一
段
の
ご

協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、み
な
さ
ま
に
と
っ
て

幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

育
つ
環
境
整
備
と
教
育
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

次
に
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
た
地

震
津
波
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、地
域
の
自
主

防
災
組
織
を
は
じ
め
住
民
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

を
賜
り
な
が
ら
、安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、避
難
路
や
避
難
場
所
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
な
ど
地
域
防
災
計
画
の
抜
本
的
な
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、住
民
の
み
な
さ
ま
に
的
確
な
情
報
提

供
を
行
う
重
要
な
手
段
と
し
て
の
防
災
行
政
無

線
は
、平
成
25
年
度
よ
り
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
に

着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、３
か
年
計
画
に
よ

り
海
岸
部
か
ら
順
次
、工
事
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
、県
発
表
の
平
成
25
年
10
月
１
日
現
在

の
推
計
人
口
で
は
、日
高
町
の
人
口
が
昨
年
１

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

み
な
さ
ま
に
は
す
が
す
が
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

　
　
　
　

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日高町長

中  善 夫
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楽しいイベント盛りだくさん
−町文化展・ふれあい祭−

　11月16日（土）と17日（日）の二日間、町農改センターでは
文化展が、中央公民館前ではふれあい祭が催され、多くの人で
賑わいました。

　文化展では、生け花から編み物まで様々なジャンルの作品
が展示されたほか、黒竹の民芸品作りコーナーや茶道を体験
出来るコーナーを設置。芸能発表会では、力強い歌や踊りなど
日頃の練習の成果を発表していました。
　また、ふれあい祭では射的、輪投げ、金魚すくい、ヨーヨー釣
りなどが出店されたほか、ダンスやジャグリングのパフォー
マンス、人形劇、ビンゴゲームなども実施されるなど、楽しい
イベントが盛りだくさん。多くの来場者が、楽しいひとときを
過ごしました。
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乾燥する冬場に向けて
−小浦区・防災教室−

　11月９日（土）、小浦区（鈴木恒雄区長）で防災
教室が開催され、区民およそ40人が防災対策に
ついて学びました。

　日高広域消防本部（佐々木一署長）から講師を
招いて行われた教室では、DVD『地震…その時
に備えて』を視聴。
　消防署員からは「災害への備えも、一気にやろ
うと思っても難しい。できることから備えていっ
てほしい」という話があったほか、水消火器を
使って消火訓練も実施しました。

絶好のマラソン日和
−内原小　校内マラソン大会−

 12月５日（木）、内原小学校（塩﨑貢校長）で校内マラソン
大会が開かれ、全校児童261人が健脚を競いました。

　当日は絶好のマラソン日和となり、冷たい空気と爽やか
な日差しのなか、１、２年生は１㌔、３、４年生は1.5㌔、５、
６年生は２㌔の学校周辺コースをそれぞれ力走。
　コース沿いの沿道では、駆け付けた保護者らや地域の
方々が「がんばれー！」と声援を送っていました。
　上位入賞者は、次のとおりです。

熱心に訓練に参加
−温泉館で防災訓練を実施−

　11月12日（火）、温泉館「海の里」みちしおの湯
で、日高広域消防本部（佐々木一署長）の協力のもと
防災訓練が行われ、同館の従業員らが参加しました。

　訓練では、従業員らが町の防災担当職員から同
館に備えられている衛星携帯電話の使用方法につ
いて説明を受けたほか、消防署員の指導のもとに
避難誘導や消火器の使用訓練、AEDを使った心肺
蘇生法の訓練を受けました。

【低学年男子】①白井誉（２年）②濵口岳人（２年）③﨑山睦生（２年）
④山本大輔（１年）⑤前田彪翔（２年）⑥愛須隆聖（２年）

【　〃　女子】①最明希香（２年）②橋本夏菜（２年）③笹本明里（２年）
④丸山さくら（２年）⑤松本舞（２年）⑥武内羽瑠（２年）

【中学年男子】①﨑山雅生（３年）②濵口陸（４年）③土塀一輝（４年）
④前西俊星（４年）⑤小宮泰誠（３年）⑥坂口隆星（４年）

【　〃　女子】①上畑亜珠（４年）②宮田理乃（４年）③田畑志悠（４年）
④岩嵜沙紀（４年）⑤楠本彩乃（４年）⑥戸根乙翠（３年）

【高学年男子】①立花幸士朗（６年）②小畑皓希（６年）③宮下瑠偉（６年）
④湯川圭祐（６年）⑤芝祥太（６年）⑥川井田駿（６年）

【　〃　女子】①鈴木穂乃加（６年）②澤田奈七（５年）③川神茜音（６年）
④小宮詩乃（６年）⑤森本あみ（６年）⑥土屋萌（６年）
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日頃の練習の成果を発表！
−内原保園児らが生活発表会−

　11月30日（日）、町農改センターで内原保育所
（尾㟢和代所長）の生活発表会が開かれました。

　会場の舞台の前では、カメラやビデオカメラを
構える保護者で満席の状態。
　演目は歌や演奏、ダンス、演劇など。園児らは手
作りの衣装をまとい、元気いっぱいに日頃の練習
の成果を発表。かわいい姿に、会場からは大きな
拍手が贈られました。
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お正月に向けて練習
−小学生コマ回し教室−

　12月７日（土）、中央公民館裏で日高町補導連
絡協議会（北山賢一会長）主催のコマ回し教室が
開催され、教育委員会（玉井幸吉教育長）の協力の
もと、小学生児童およそ20人がコマ回しの腕を
磨きました。

　この日初めてコマ回しを体験した児童らも、紐
の巻き方や投げ方を教わるとどんどん上達。
　「せーの！」の合図で一斉にコマを回すと、大人
も子どもも大盛り上がりで昔ながらの遊びを楽
しみました。

「できない」ことを学ぼう
−比井小　高齢者・車イス体験−

　11月21日（木）、比井小学校（玉置雅已校長）でNPO法
人「WACわかやま」（中村富子代表）、日高町社会福祉協議
会（寺井陽子会長）の協力のもと、５・６年生児童合わせて
20人が高齢者の感覚や車イスを体験しました。

　関節を曲がりにくくするサポーターや重り、白内障を
体験する曇ったメガネなどがセットになった高齢者疑似
体験グッズ「つくし君」を身につけた児童らは、80歳の
身体能力を疑似体験。2人1組で１人が介助役になり、小
さな文字を読んだり階段の上り下りをしたりして、高齢
者の大変さを学びました。
　また車イス体験でも、2人ペアになり実際に車イスに
乗って体育館に作ったコースを走行。坂道の上り下りが
とても大変なことや、少しの段差でも通れなくなってし
まうことなどを、実感を通して学びました。
　体験に参加した６年生の武内祐乙君は「おじいさんお
ばあさんのしんどさが分かった。できるならずっと今の
体でいたいです」と話していました。

小池の県道で啓発
−わかやま冬の交通安全運動−

　12月２日（月）、小池地内の県道で日高町交通指
導員会（北垣順一会長）が、御坊警察署（筧一郎署長）
の協力のもと「わかやま冬の交通安全運動」の一環
として啓発活動を実施しました。

　この日は、指導員９人のほか中町長、小宮副町長
も参加して、通勤途中のドライバーを中心に啓発物
資を配布しながら、交通安全と事故防止を呼びかけ
ました。
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新
春
恒
例
の
消
防
団
訓
練
出
初
式

は
、１
月
５
日（
日
）午
前
10
時
か
ら

日
高
町
若
も
の
広
場（
雨
天
の
場
合
、

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）で
、婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
の
参
加
を
得
て
挙
行

し
ま
す
。

　

式
典
で
は
、多
年
に
わ
た
り
消
防

団
員
と
し
て
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る

団
員
や
団
体
が
、日
高
町
長
、和
歌
山

県
消
防
協
会
総
裁
、日
高
地
域
消
防

協
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

退
団
者
に
対
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
す
。

お問い合わせは、
（☎63・2051）まで。

総
務
政
策
課

お
知
ら
せ

　

出
初
式
に
お
い
て
表
彰
、感
謝
状

を
受
け
ら
れ
る
の
は
、次
の
方
々
で

す
。（
敬
称
略
）

◎
日
高
町
長
表
彰

▽
35
年
勤
続
表
彰
＝
㟢
山
新
一（
第

１
分
団
長
）

▽
30
年
勤
続
表
彰
＝
生
戸
學（
第
３

分
団
長
）、出
口
利
次（
第
３
分
団
副

分
団
長
）

▽
25
年
勤
続
表
彰
＝
野
上
泰
弘（
第

２
分
団
長
）

◎
和
歌
山
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

▽
20
年
勤
続
表
彰
＝
野
田
秀
樹（
第

１
分
団
班
長
）

◎
日
高
地
域
消
防
協
会
長
表
彰

▽
10
年
勤
続
表
彰
＝
笠
松
理（
第
１

分
団
員
）、中
筋
祥
彰（
同
）、千
原
英

樹（
同
）、湯
川
和
則（
第
２
分
団
員
）

◎
退
団
者

▽
一
海
宗
量（
第
３
分
団
員
）

　

な
お
、１
月
５
日
午
前
８
時
に
消
防

団
員
招
集
の
た
め
、防
災
行
政
無
線
に

よ
り
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、

火
災
・
そ
の
他
の
災
害
と
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
式
典
終
了
後
、萩
原
地
区
の

奥
山
池
付
近
で
放
水
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

日
高
町
消
防
団

訓
練
出
初
式

１
月
５
日（
日
）

　
　

日
高
町
若
も
の
広
場

◎
昨
年
の
出
初
式
の
様
子

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
調
製

す
る
日
高
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
の
登
録
資
格
を
有
す
る
方

【
※
】は
、申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
、平
成
26
年
１
月
10
日

ま
で
に
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
書
を
日
高
町
選
挙
管
理

委
員
会
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

登
録
は
、一
般
の
選
挙
と
異
な
り
、自

ら
申
請
し
な
い
と
名
簿
に
登
録
さ
れ

ず
、選
挙
権
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
請
用
紙
は
、12
月
中
に
昨
年
の
該

当
者
ご
本
人
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
登
録
者
の
方
は
、選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局（
☎
６
３･

２
０
５
１
）

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
※
】選
挙
権
を
有
す
る
者（
名
簿
に

登
録
さ
れ
る
方
）に
つ
い
て

（
１
〜
３
全
て
に
該
当
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
）

１
．
日
高
町
内
に
住
所
の
あ
る
方

２
．�

年
齢
満
20
歳
以
上
の
方（
年
齢

は
、名
簿
確
定
期
日
よ
り
算
定

し
ま
す
の
で
平
成
６
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

３
．�

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き

耕
作
の
業
務
を
営
む
方
、ま
た
は

そ
の
方
の
同
居
の
親
族
ま
た
は

配
偶
者（
そ
の
同
居
の
親
族
ま
た

は
そ
の
配
偶
者
に
つ
い
て
は
お

お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
の
業
務

に
従
事
す
る
方
で
あ
る
こ
と
）

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登

録
申
請
に
つ
い
て
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お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。

住民福祉課
お知らせ

児
童
手
当
制
度
を

�

ご
存
知
で
す
か
？

一
般（
指
名
）競
争
入
札

参
加
願
い　

受
付
開
始

●
支
給
対
象

　

０
歳
か
ら
15
歳（
中
学
校
修
了
前
）

ま
で
の
お
子
さ
ま
を
養
育
さ
れ
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

お
子
さ
ま
が
児
童
福
祉
施
設
等
に

入
所
さ
れ
て
い
る
場
合
、こ
の
お
子

さ
ま
の
ご
両
親
は
児
童
手
当
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん（
施
設
設
置

者
が
受
給
者
と
な
り
ま
す
）。

●
支
給
月

　

原
則
と
し
て
、毎
年
度
の
６
月
、10

月
、２
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
の
手
当
て
を
支
給
し
ま
す
。

　

平
成
26
・
27
年
度
に
お
い
て
、日
高

町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
・
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
お
よ
び
物
品
購

入
等
の
一
般（
指
名
）競
争
入
札
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
業
者
の
方
か
ら
、参
加

願
い
の
提
出
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、日
高
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
間　

平
成
26
年
１
月
６
日

�

〜
３
月
31
日

■
有
効
期
間

�

平
成
26
年
度
〜
平
成
27
年
度

■
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

●
届
出
が
必
要
な
と
き

・
支
給
対
象
と
な
る
お
子
さ
ま
が
増

え
た
、も
し
く
は
減
っ
た

・
受
給
者
、も
し
く
は
養
育
し
て
い

る
お
子
さ
ま
の
住
所
や
氏
名
が
変

わ
っ
た

・
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
、も

し
く
は
公
務
員
で
な
く
な
っ
た

・
振
込
口
座
が
変
わ
っ
た（
受
給
者

名
義
の
口
座
に
限
り
ま
す
）

　

詳
し
く
は
、住
民
福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
で
。

●
支
給
額

区分
所得制限以下
の場合
（月額）

所得制限
を超える
（月額）

０～３歳未満 15,000円

5,000円
（一律）３歳～小学校修了前

第１子・第２子
10,000円

第３子以降
15,000円

中学生 10,000円

※�児童の人数（第○子）は、18歳到達後の最初の３月31日
までの間にある児童の中で数えます

　
「
情
報
公
開
制
度
」は
、町
が
保
有

す
る
情
報（
公
文
書
等
）を
み
な
さ
ま

か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
公
開
す
る
こ

と
で
、よ
り
開
か
れ
た
町
政
を
推
進

し
、み
な
さ
ま
と
の
信
頼
・
協
力
関

係
を
深
め
よ
う
と
す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
25
年
11
月
末
現
在
の
実
施
状

況
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

・
公
文
書
開
示
請
求
件
数
…
１
件

・
公
文
書
開
示
請
求
に
関
す
る

�

決
定
状
況
…
１
件

・
不
服
申
立
て
の
件
数
…
０
件

　

ま
た
、「
個
人
情
報
保
護
制
度
」は
、

町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
を

図
る
た
め
の
適
正
な
手
続
き
な
ど
を

定
め
た
制
度
で
、自
分
の
個
人
情
報

の
開
示
や
個
人
情
報
の
訂
正
、利
用

停
止
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

平
成
25
年
11
月
末
現
在
の
実
施
状

況
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

・
開
示
請
求
件
数
…
０
件

・
訂
正
請
求
お
よ
び
利
用
停
止
等
の

�
受
付
件
数
…
０
件

情
報
公
開
制
度
お
よ
び

個
人
情
報
保
護
制
度

の
実
施
状
況
を

　

お
知
ら
せ
し
ま
す



　

広報ひだか 2014.1月号9

　お子さまが、病気または病気回復期で集団保育ができない状態にあり、保護者の勤務の都合などによ
り家庭での保育ができない場合に、一時的に保護者に代わりお子さまをお預かりするサービスです。
（医師により受け入れが不可能と判断された場合には、ご利用いただけない場合があります。）

■病児・病後児保育とは…

①生後9週〜就学前の児童
　（ただし、特に必要な場合は小学3年生まで）
②�医師（かかりつけ医など）の診断により、入院加
療の必要はないが、安静の確保に配慮する必要
がある児童で、この保育サービスの利用が可能
だと医師が認めた児童
③�保護者が何らかの理由（勤務・病気・事故など）
により、家庭で保育が出来ない状況にある児童

〜子育て中のご家庭のみなさまへ〜

病児・病後児保育事業のご案内

■利用できる児童

●�風邪、下痢（腸炎）など、子供が日常的にかかる
疾患（脱水症状はないが、保育所などに連れて
いけないとき）
●�麻疹、水痘、風疹などの伝染性疾患（急性期は過
ぎ全身状態は安定しているが、保育所などでの
生活には不安があるとき）
●�喘息などの慢性疾患（呼吸困難は強くはない
が、保育所などには連れていけないとき）
●�骨折、熱傷などの外傷性疾患（症状が固定して
も、保育所などには連れていけないとき）

■対象となる病気

御坊市湯川町財部728−4
　特定・特別医療法人 黎明会 北出病院
　「病児保育室ひまわり」
利用時間　平日の午前8時〜午後6時
� （延長保育は、原則行いません。）
休 業 日　土、日曜日、祝祭日と年末年始
� （12月29日〜1月3日）
　■予約時間：午前8時〜午後6時
　■☎ 24・0144

■病児・病後児保育所

少人数制ですので、お預かりできる児童数に限り
があります。事前（前日）にご予約ください。

■定　員 ： 6名

（1）前年度市町村民税の課税世帯
� （1日 2,000円 / 半日 1,000円）
（2）前年度市町村民税の非課税世帯
	 （1日 1,000円 / 半日 500円）
（3）生活保護世帯 （全額免除）
 ※半日とは、5時間以内の保育です。

■ご利用料金

■ご利用の手順
お子さまが発熱など

かかりつけ医を受診
・入院加療の必要はなく、病児・病後児保育所での保育
サービスが可能だと医師が診断。
・「医師連絡票」記載してもらい、医師より受け取る。

・�「医師連絡票」を受け取ると同時に、保育室へ病状を
告げて予約（前日）してください。
 病児・病後児保育所
　北出病院「病児保育室ひまわり」
　　予約時間：午前8時〜午後6時
　　☎24・0144

病
児
・
病
後
児

保
育
所
へ
予
約

【当日お持ちいただく物】
①医師連絡票　②利用申請書　③同意書
④かかりつけ医より処方されたお薬
⑤乳幼児医療費受給資格証　⑥健康保険証
⑦母子手帳　⑧印鑑
⑨着替え、タオル、パジャマなど
⑩粉ミルク、哺乳瓶　⑪紙おむつ
⑫昼食・おやつ など
※昼食・おやつは、お持ちください（原則）。
　�ただし、ご用意できない場合は、入所時にお申し出く
ださい。実費（前払い）にてご用意いたします。
　［昼食…1食205円、おやつ…1回100円］

病
児
・
病
後
児

　
　
　
保
育
所
に
入
所

・病児保育中、病状が悪化し必要があれば、保護者へ連
絡しご了解いただいたうえで、保険診療を受けてい
ただきます。その際の費用は、別途必要となります。
  なお緊急時は、事後承諾になることもあります。

保�

育

お迎え ・必ず午後6時までに迎えに来てください。
・利用当日分のお支払いをお願いします。

お問い合わせ/住民福祉課（☎63・3800）

受け入れOKが出る
※�（予約後のキャンセルは、速やかに保育室に連絡して
ください。）



　広報ひだか2014.1月号 10

新
成
人
の
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▼
国
民
年
金
の
加
入
は

�

20
歳
か
ら

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、国
民
年
金
の
加
入
届
け

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料
納
付
は

�

便
利
な
口
座
振
替
を
!!

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、指
定
し

た
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
ま
す
の
で
、金
融
機
関
の
窓

口
ま
で
納
め
に
行
く
手
間
が
か
か

ら
ず
大
変
便
利
で
す
。ま
た
、納
め

忘
れ
も
防
げ
ま
す
。口
座
振
替
手

続
き
は
、金
融
機
関
窓
口
に
納
付

書
と
預
金
通
帳
、通
帳
の
届
出
印

を
ご
持
参
の
う
え
、手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

ま
た
、平
成
26
年
２
月
中
に
口

座
振
替
を
申
し
込
め
ば
国
民
年

金
保
険
料
の
２
年
前
納
が
可
能

に
な
り
ま
す
。（
支
払
保
険
料
が

多
少
割
引
と
な
り
ま
す
）

▼
保
険
料
を

�

納
め
ら
れ
な
い
と
き  

　

申
請
免
除
制
度
・
若
年
者
納
付

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

本
人
の
届
け
出
後
、審
査
に
よ

り
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、必
ず
所

得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）

　
３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
老
後
を
支
え
ま
す
　
　
　
　
　

�
老
齢
基
礎
年
金　

②�

病
気
や
け
が
で
障
害
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
支
え
ま
す　
　

�

障
害
基
礎
年
金　

③�

加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

子
の
あ
る
配
偶
者
、子
を
支
え

ま
す

�

遺
族
基
礎
年
金　

▼
世
代
と
世
代
の

　
　
　
　
　
支
え
合
い

　

公
的
年
金
制
度
は
、現
役
世
代

が
納
め
る
保
険
料
で
高
齢
者
の
方

の
年
金
を
負
担
す
る
と
い
う「
世

代
と
世
代
の
支
え
合
い
」が
基
本

で
す
。　

▼
国
民
年
金
基
金

  

老
齢
基
礎
年
金
に
上
積
み
し
て

年
金
を
受
け
取
る
制
度
で
す
。国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
加
入

で
き
る
年
金
で
す
。

　

ま
た
、納
め
た
保
険
料
は
、全
額

が
所
得
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
、国
民
年
金
基
金

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０･

６
５･

４
１
９
２
）ま
で
。

　

そ
の
他
、手
続
等
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、住
民
福
祉
課（
☎
６
３

･
３
８
０
０
）ま
た
は
、年
金
事

務
所（
☎
０
７
３
９･

２
４･

０
４
３
２
）ま
で
。

家
庭
ご
み
の
野
外
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い

て
、煙
で
困
っ
て
い
る
」、「
ご
み
の

焼
却
で
灰
や
燃
え
か
す
が
、田
ん
ぼ

に
入
っ
て
困
る
」な
ど
の
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、近
隣

の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な

く
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
や
火
災

の
危
険
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
・
ブ

ロ
ッ
ク
囲
い
・
素

ぼ
り
の
穴
を
利

用
し
た
も
の
や
、

法
で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
焼
却
炉
な
ど
に
よ
る
焼

却
は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
は
焼
却
せ
ず
に
、決
め
ら

れ
た
収
集
日
に
分
別
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を

得
な
い
焼
却
な
ど
は
、法
律
で
例
外

的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、焼
却

量
や
時
間
帯
、風
向
き
な
ど
を
考
慮

し
ま
し
ょ
う
。
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地区担当民生・児童委員

担当地区 氏　　名 電話番号
原　　谷 奥田　幸代 63 - 2134
池　　田 玉井　かをる 63 - 2868
萩　　原 粟田　幹 63 - 3494

東光寺・内の畑 神田　秀昭 63 - 2343
内原駅前 橋本　壽賀子 63 - 3465
荊　　木 中筋　智章 63 - 2105
高家北区 野田　宏治 63 - 3451
高家南区 前田　喜作 63 - 3083
小　　中 湯川　泰子 63 - 2170
柏 鈴木　加代子 64 - 2320

上 志 賀 戸上　曉子 64 - 2419
久　　志 畠山　澄男 64 - 2174
中 志 賀 新田　實 64 - 3000
下 志 賀 稲葉　豊一 63 - 3162
谷　　口 藤本　使朗 63 - 2800
小　　池 五對　文代 24 - 1312
小浦・方杭 中井　廣司 64 - 2921
比井・津久野 野尻　由紹 64 - 3122
小　　坂 武内　扶 64 - 2346
産　　湯 西　茂樹 64 - 2978
阿　　尾 木村　由利子 64 - 2324
田　　杭 清原　三鈴 62 - 2600

主任児童委員

内原地区 鈴木　眞由美 63 - 2789
志賀・比井崎地区 向井　照代 64 - 3134

　

平
成
25
年
12
月
１
日
付
け
で
民

生
・
児
童
委
員
の
全
国
一
斉
改
選
が

行
わ
れ
、日
高
町
で
も
24
人
の
方
々

が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
う
ち
２
人
の
方
が
、同
日

付
で
同
大
臣
よ
り
主
任
児
童
委
員
に

指
名
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
３
年
。

　

民
生
・
児
童
委
員
さ
ん
に
は
、住

民
福
祉
の
身
近
な
相
談
、援
助
者
と

し
て
常
に
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
っ

て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、主
任
児
童
委
員
さ
ん
に
は
、

児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門
的

　

分
娩
に
関
連
し
て
発
症
し
た
重
度

脳
性
ま
ひ
の
お
子
さ
ま
と
そ
の
ご
家

族
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、補
償
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

■
補
償
対
象
要
件　

・
平
成
21
年
１
月
１
日
以
降
に
出
生

さ
れ
た
お
子
さ
ま

・
脳
性
ま
ひ
が
、先
天
性
や
新
生
児

期
の
要
因
に
よ
る
も
の
で
な
い

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
相
当

の
脳
性
ま
ひ

等

■
申
請
期
間　

　

お
子
さ
ま
の
満
１
歳
の
誕
生
日
か

ら
満
５
歳
の
誕
生
日
ま
で

（
例
え
ば
、平
成
21
年
１
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子

さ
ま
は
、平
成
26
年
１
月
１
日
が
申
請
期
限
と

な
り
ま
す
）

■
補
償
金　
　
　

３
０
０
０
万
円

　

こ
の
制
度
は
、日
本
医
療
機
能
評

価
機
構
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
も

の
で
、お
問
い
合
わ
せ
は
産
科
医
療

補
償
制
度
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎ 

０
３
・
５
８
０
０
・
２
２
３
１
）ま
で
。

に
担
当
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

福
祉
問
題
で
困
っ
た
と
き
は
、１

人
で
悩
ま
な
い
で
、ま
ず
地
区
担
当

の
民
生
・
児
童
委
員
さ
ん
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

地
区
担
当
の
民
生
・
児
童
委
員
、主

任
児
童
委
員
は
左
表
の
方
々
で
す
。

地
域
福
祉
の
推
進
役

—
民
生
・
児
童
委
員
が

一
斉
改
選
さ
れ
ま
し
た—

【
民
生
・
児
童
委
員
】

　
民
生
・
児
童
委
員
は
、地
域
社
会
の
生

活
に
困
っ
て
い
る
人
、児
童
、障
が
い
者
、

高
齢
者
等
の
こ
と
で
問
題
を
か
か
え
て
い

る
人
々
に
、相
談
、援
助
、情
報
提
供
を
行

う
地
域
の
奉
仕
者
で
す
。

　
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、民
生

委
員
法
に
基
づ
く
民
生
委
員
と
、児
童
福

祉
法
に
基
づ
く
児
童
委
員
を
兼
任
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
専

門
的
に
行
う
主
任
児
童
委
員
も
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

１
月
20
日（
月
）、人
権
相
談
・
行

政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
の
合
同
相

談
所
を
、日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
２
階
会
議
室
で
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
は
、社
会
福
祉
協
議
会

会
長
・
副
会
長
、民
生
児
童
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
、行
政
相
談
委
員

の
方
々
で
す
。

　

詳
し
く
は
、日
高
町
社
会
福
祉

協
議
会（
☎
６
３
・
２
７
５
１
）ま

で
。

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同

相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

産
科
医
療
補
償
に
つ
い
て
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２
月
17
日
か
ら

平
成
25
年
分
所
得
税
申
告
相
談

　

平
成
25
年
分
の
所
得
税
の
申
告
相

談
受
付
が
、２
月
17
日
か
ら
始
ま
り

ま
す
。申
告
さ
れ
る
方
は
、必
ず
正
し

い
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

①�

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
方

②�

給
与
所
得
の
あ
る
方
で
、次
に
該

当
す
る
場
合

▼
平
成
25
年
中
の
給
与
収
入
が
、２

０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合

▼
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
、地
代
・

家
賃
な
ど
の
収
入
が
あ
り
、給
与
所

得
や
退
職
所
得
以
外
の
こ
れ
ら
の

「
所
得
の
合
計
額
」が
20
万
円
を
超
え

る
場
合

▼
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て

い
る
方
で
、主
た
る
給
与
以
外
の
給

与
の
収
入
金
額
と
給
与
所
得
お
よ
び

退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
金
額
の
合

計
が
20
万
円
を
超
え
る
方

　

個
人
か
ら
年
間
１
１
０
万
円
を
超

え
る
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
場
合

は
、原
則
と
し
て
贈
与
税
の
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

確
定
申
告
が
必
要
な
方
で
申
告
を

し
な
か
っ
た
り
、誤
っ
た
申
告
を
さ

れ
ま
す
と
、後
で
不
足
の
税
金
を
納

め
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、更
に

加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

町
県
民
税
の
申
告
は
、町
県
民
税

や
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
資
料
の

基
と
な
る
と
と
も
に
、所
得
証
明
書

の
発
行
や
、各
種
手
当
て
の
受
給
者

資
格
の
判
定
や
支
給
額
の
算
定
な
ど

を
す
る
た
め
の
資
料
に
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
日
高
町

に
お
住
ま
い
の
方
は
、申
告
が
必
要

で
す
。（
一
部
申
告
不
要
の
方
も
お
ら

れ
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
）

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

・
勤
務
す
る
事
業
所
な
ど
か
ら
、役

場
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

な
い
方

・
所
得
税
の
確
定
申
告
は
し
な
い

が
、扶
養
控
除
や
社
会
保
険
料
控

除
、医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
る
方

・
平
成
25
年
中
に
会
社
退
職
な
ど
に

よ
り
、年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
方

・
所
得
税
が
発
生
し
な
い
た
め
所
得

税
の
確
定
申
告
は
し
な
い
が
、雑
所

得
、一
時
所
得
、事
業
所
得
な
ど
の
所

得
の
あ
る
方（
農
業
な
ど
で
町
申
告

の
方
）

・
前
年
に
収
入
が
な
か
っ
た
方（
町

内
在
住
者
の
被
扶
養
者
は
除
き
ま

す
）な
ど

町
県
民
税
の
申
告
が
不
要
な
方

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方

・
給
与
所
得
の
み
の
所
得
で
、勤
務

先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
方

・
公
的
年
金
の
み
の
収
入
で
、他
に

控
除
す
る
も
の
が
な
い
方

・
収
入
が
な
く
、同
一
世
帯
の
家
族

の
方
が
、会
社
の
年
末
調
整
ま
た
は

確
定
申
告
で
扶
養
親
族
と
し
て
届
出

さ
れ
て
い
る
方（
年
少
扶
養
も
含
み

ま
す
）な
ど

申
告
期
限
・
場
所

受
付
期
間

　

平
成
26
年
３
月
17
日（
月
）ま
で

�

（
土
・
日
、祝
日
は
除
く
）

申
告
場
所
お
よ
び
時
間

　

役
場 

税
務
課（
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
）
ま
た
は
各
地

区
の
申
告
相
談
会
場（
左
頁
の
日
程

表
参
照
）

申
告
当
日
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

（
確
定
申
告
・
町
県
民
税
の
申
告
共
通
）

①
認
め
の
印
鑑

②
所
得
関
係
書
類

　

平
成
25
年
中（
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
）の
収
入
な
ど
が
確
認

で
き
る
書
類（
源
泉
徴
収
票
、収
支
内

訳
書
、給
与
明
細
な
ど
）

③
控
除
関
係
書
類

　

平
成
25
年
中
に
支
払
わ
れ
た
生
命

保
険
・
地
震
保
険
・
国
民
健
康
保
検
・

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
保
険
・
国

民
年
金
な
ど
の
支
払
証
明
書
、医
療

費
領
収
書
な
ど

④
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、障

害
者
手
帳
な
ど

⑤
そ
の
他
、申
告
に
必
要
な
関
係
書
類

町
県
民
税
の
申
告

お問い合わせは、
（☎63・3802）まで。

税 

務 

課

お
知
ら
せ
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月日 曜日 受付時間 申告場所 対　象
地区名

2.17 月 午前9時〜
　　　　午後3時 内 原 保 育 所 原　谷

2.18 火 午前9時〜
　　　　午後3時

日 高 町 役 場
３ 階 大 会 議 室

池　田
萩　原

2.19 水 午前9時〜
　　　　午後3時 〃 萩　原

2.20 木 午前9時〜
　　　　午後3時 〃 荊　木

2.21 金 午前10時〜
　　　　午後3時 中 央 公 民 館 町全域

2.24 月 午前10時〜
　　　　午後3時 漁 村 セ ン タ ー 町全域

2.25 火 午前9時〜
　　　　午後3時

日 高 町 役 場
３ 階 大 会 議 室

高　家

2.26 水 午前9時〜
　　　　午後3時 〃 高　家

小　中

2.27 木 午前9時〜
　　　　午後3時

中 志 賀 構 造
改 善 セ ン タ ー

柏
中志賀

2.28 金 午前9時〜
　　　　午後3時 〃

小　杭
上志賀
久　志

3.3 月 午前9時〜
　　　　午後3時 文 化 会 館 谷　口

3.4 火 午前9時〜
　　　　午後3時 〃 下志賀

小　池

3.5 水 午前9時〜
　　　　午後3時 比井小学校体育館

比　井
津久野
小　坂

3.6 木

午前9時〜
　　　　午前11時 漁 村 セ ン タ ー 阿　尾

午後1時〜
　　　　午後3時 田 杭 集 会 所 田　杭

3.7 金

午前9時〜
　　　　午前11時 産 湯 集 会 所 産　湯

午後1時〜
　　　　午後3時 小 浦 公 民 館 小　浦

方　杭

町県民税・所得税申告相談 日程表 町
税
は
口
座
振
替
で
！

　

税
金
は
、私
た
ち
が
豊
か
で
安
全

な
暮
ら
し
が
出
来
る
よ
う
警
察
や
消

防
、保
健
衛
生
や
教
育
な
ど
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
や
、道
路
や
橋
、港
湾
や
上

下
水
道
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
・

充
実
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。私
た

ち
が
社
会
の
一
員
と
し
て
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
、み
ん
な
で
出
し
合
っ

て
負
担
し
て
い
る
の
が
税
金
で
す
。

　

税
務
課
で
は
便
利
で
安
心
、確
実

な
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。口
座
振
替
を
利
用

さ
れ
る
方
は
、グ
リ
ー
ン
日
高
農
業

協
同
組
合
、和
歌
山
県
信
漁
連
、紀
陽

銀
行
、き
の
く
に
信
用
金
庫
、近
畿
労

働
金
庫
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
各
金
融

機
関
窓
口
で
口
座
振
替
さ
れ
る
通
帳

と
届
出
さ
れ
て
い
る
印
鑑
を
ご
持
参

の
う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。口

座
振
替
依
頼
書
は
、税
務
課
窓
口
お

よ
び
各
金
融
機
関
窓
口
に
て
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
の
受
付
は
金
融
機
関
窓
口
の
み

で
す
。税
務
課
窓
口
で
の
受
け
付
け
は
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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私
た
ち
の
暮
ら
し
と
税
金

日
高
高
等
学
校
附
属
中
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　

稲 
葉　

有 
咲

　
「
税
は
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く

た
め
の
会
費
で
あ
る
。」こ
の
言
葉
は

私
が
学
校
で
税
に
つ
い
て
学
ん
だ

時
、聞
い
た
言
葉
で
す
。私
は
、学
校

で
税
に
つ
い
て
学
ぶ
ま
で
税
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、ま
た

税
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
の

か
、あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。で

も
、こ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、税
金

は
私
た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
役

割
を
し
て
い
る
の
か
興
味
が
わ
い
て

き
ま
し
た
。

　

私
は
去
年
、通
学
途
中
に
車
と
衝

突
し
ま
し
た
。そ
れ
は
私
が
急
い
で

い
た
朝
で
し
た
。私
は
お
店
の
前
を

横
切
ろ
う
と
し
て
、一
台
の
車
は
お

店
の
駐
車
場
か
ら
出
て
来
る
と
こ
ろ

で
し
た
。私
は「
止
ま
っ
て
く
れ
る
だ

ろ
う
。」と
い
う
気
持
ち
で
、ス
ピ
ー

ド
を
落
と
し
な
が
ら
横
切
ろ
う
と
し

ま
し
た
。し
か
し
そ
れ
が
、私
が
と
っ

た
悪
い
行
動
で
し
た
。車
の
運
転
手

は
私
の
方
向
を
見
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
。私
が
い
る
方
向
を
見
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、私
の
姿

も
見
え
て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、私
は
、そ
の
自
動
車
に
自
転

車
ご
と
ぶ
つ
か
っ
た
の
で
す
。ぶ
つ

か
っ
た
時
は
怖
い
と
い
う
よ
り
、驚

き
ま
し
た
。ま
さ
か
自
分
が
事
故
に

遭
う
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で

す
。け
が
が
、腕
と
足
に
で
き
た
の
で

病
院
に
行
き
ま
し
た
。す
ぐ
に
治
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、医
者
が「
も

う
少
し
通
っ
て
ほ
し
い
。」と
お
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
、何
度
か
病
院
に
通

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
病
院
に
通
っ
て
薬
を
も
ら
い

ま
し
た
。し
か
し
、お
金
は
あ
ま
り
か

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
時
は
お

金
が
か
か
ら
な
い
と
し
か
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
、税
に
つ
い
て

学
ん
だ
こ
と
で
、そ
の
時
の
費
用
が

税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、税
金
は
医
療
に
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。し
か
し
医
療
だ
け
に
使
わ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も

学
び
ま
し
た
。平
成
二
十
五
年
度
の

国
の
支
出
で
一
番
多
い
の
は
、社
会

保
障
で
す
。社
会
保
障
は
医
療
の
ほ

か
に
年
金
や
福
祉
、介
護
な
ど
が
あ

り
ま
す
。ど
れ
も
私
た
ち
が
安
心
し

て
生
活
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
も

の
で
す
。し
か
し
、年
々
社
会
保
障
の

費
用
が
増
え
て
い
ま
す
。し
か
も
、そ

の
費
用
を
ま
か
な
う
べ
き
働
き
手
が

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
れ
は
少
子

高
齢
化
が
原
因
で
す
。こ
れ
ま
で
は
、

多
く
の
若
者
が
お
年
寄
り
を
支
え
て

き
ま
し
た
。し
か
し
、こ
の
ま
ま
で
は

一
人
の
若
者
が
一
人
の
お
年
寄
り
を

支
え
て
い
く
社
会
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。お
年
寄
り
の
安
定
し
た
生

活
と
健
康
的
な
社
会
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
は
、多
く
の
費
用
が
必
要
で

す
。

　

つ
ま
り
、国
や
公
共
団
体
が
活
動

す
る
た
め
に
は
税
金
が
必
要
で
す
。

ま
た
、そ
の
財
源
は
私
た
ち
で
す
。私

た
ち
は
納
税
を
義
務
と
し
て
納
め
る

の
で
は
な
く
、税
に
つ
い
て
も
っ
と

理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。そ
し
て
、税
の
こ
と
を
理
解
し
た

上
で
、力
を
合
わ
せ
て
豊
か
な
生
活

を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
に

と
っ
て
の
使
命
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

【
和
歌
山
県
租
税
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
賞
】

【
日
高
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会　

優
秀
賞
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）
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身
近
に
あ
る
税
金
に
感
謝

　
　
　

日
高
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　

森 

本　

実 

優

　

こ
の
作
文
を
書
く
前
、税
金
と
は

な
ん
だ
ろ
う
。い
つ
、誰
が
決
め
た
の

だ
ろ
う
。誰
が
払
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
と
か
、色
々
な
疑
問
が
わ
い
て
き

ま
し
た
。辞
典
で
税
金
の
意
味
を
調

べ
た
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
、税
金
に
関
す
る
情
報
を
調
べ
て

み
た
結
果
、国
や
市
町
村
な
ど
へ
運

営
の
た
め
の
経
費
と
し
て
、住
民
が

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
金
だ
と

分
か
り
ま
し
た
。つ
ま
り
、税
金
は
国

を
動
か
す
大
切
な
役
割
を
し
て
い
る

の
で
す
。そ
の
身
近
に
あ
る
の
が
消

費
税
で
す
。国
民
が
今
、５
％
の
消
費

税
を
払
っ
て
い
ま
す
。５
％
の
税
金

で
、私
た
ち
が
通
っ
て
い
る
中
学
校

や
小
学
校
の
年
間
教
育
費
が
無
料
に

な
っ
た
り
、医
療
費
の
負
担
額
が
軽

減
さ
れ
た
り
な
ど
、や
は
り
、税
金
は

か
か
せ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。最
近

で
は
、政
府
内
で
税
金
の
増
税
と
い

う
話
も
あ
り
ま
す
。来
年
で
は
８
％

の
増
税
の
見
込
み
も
あ
り
、最
近
で

は
、ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
な
ど
で
話
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
賛
成
の

国
民
が
い
れ
ば
、反
対
の
国
民
が
い

て
、政
府
は
ど
ち
ら
に
す
る
の
か
が
、

少
し
気
に
な
り
ま
す
。

　

私
の
家
族
は
、ち
ょ
う
ど
一
年
前

に
新
築
の
家
を
建
て
ま
し
た
。こ
の

家
を
建
て
る
前
、ロ
ー
ン
の
手
続
き

や
、そ
の
他
の
手
続
き
な
ど
で
父
や

母
は
と
て
も
疲
れ
た
様
子
で
し
た
。

そ
し
て
、父
は
、「
手
続
き
を
し
て
、

ロ
ー
ン
を
払
っ
て
い
く
だ
け
で
は
あ

か
ん
の
や
。税
の
種
類
と
し
て
固
定

資
産
税
も
払
っ
て
い
か
ん
と
だ
め
な

ん
や
。家
を
持
っ
て
い
る
み
ん
な
も

固
定
資
産
税
を
払
う
ん
や
で
。」と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。以
前
か
ら
、「
固

定
資
産
税
」と
い
う
言
葉
は
聞
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
け
ど
、あ
ま
り
深
い

内
容
は
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。だ
か
ら
つ
い
つ
い
税
金
に
関
す

る
情
報
を
集
め
て
み
た
い
と
い
う
意

志
が
強
か
っ
た
の
で
調
べ
て
み
ま
し

た
。そ
こ
に
は
保
有
す
る
固
定
資
産

に
課
税
さ
れ
る
地
方
税
だ
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。私
や
私
の
家
族
が
楽

し
く
こ
の
家
に
暮
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、父
や
母
が
働
い
た
お
か

げ
で
あ
り
、そ
の
給
料
か
ら
引
か
れ

る
税
金
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。少
し
、

税
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
事
が
、

こ
の
国
の
た
め
に
も
、家
族
の
た
め

に
も
、必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
が
こ
の
国
で
安
心
で
、快
適

な
生
活
を
送
れ
て
い
る
の
は
、「
税
金
」

の
パ
ワ
ー
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

税
金
に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、

「
税
金
」は
、本
当
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
役
に
立
っ
て
、み
ん
な
が
生
き
生

き
と
人
間
ら
し
く
、幸
せ
に
し
て
く
れ

る
も
の
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。そ
し

て
、「
税
金
」は
、人
の
生
活
と
と
も
に

暮
ら
し
、一
生
自
分
の
身
の
周
り
に
あ

る
も
の
な
の
で
す
。だ
か
ら
、こ
れ
か

ら
も
、「
税
金
」の
お
か
げ
で
教
育
費
が

無
料
、「
税
金
」の
お
か
げ
で
教
科
書
が

も
ら
え
る
、「
税
金
」の
お
か
げ
で
医
療

費
が
軽
減
さ
れ
る
、と
い
う
よ
う
な
、

「
税
金
」に
感
謝
し
、税
金
を
払
っ
て
く

れ
て
い
る
、私
の
父
や
母
に
も
感
謝
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
文
は
、日
高
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
、公
益
社
団
法
人
御

坊
納
税
協
会
、御
坊
税
務
署
共
催
に

よ
る
平
成
25
年
度
中
学
生
の「
税
に

つ
い
て
の
作
文
」に
お
い
て
、応
募
総

数
２
１
９
１
点
の
中
か
ら
入
賞
さ
れ

た
作
文
で
す
。

【
御
坊
税
務
署
長
賞
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）
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お問い合わせは、下記まで。
産業振興班（☎63・3806）
建　設　班（☎63・3804）
地籍調査班（☎63・3813）

産 

業 

建 

設 

課

お
知
ら
せ

　

町
で
は
、農
家
の
方
々
が
農
作
物

を
鳥
獣
害
か
ら
守
る
目
的
で
、電
気

柵
・
ト
タ
ン
柵
な
ど
の
設
置
に
係
る

資
材
費
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
し
ま
す
。

「
防
護
柵
設
置
支
援
事
業
」

　

町
内
の
農
家
の
方
が
、田
畑
に
電

気
柵
、ト
タ
ン
柵
な
ど
を
設
置
す
る

場
合
が
、補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

補
助
額
は
、事
業
費
の
３
分
の
２

以
内（
１
㍍
当
た
り
９
０
０
円
上
限
）

で
す
。

　

平
成
26
年
度
に
お
い
て
、こ
れ
ら

の
事
業
を
希
望
さ
れ
る
農
家
の
方

は
、１
月
６
日（
月
）ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

農
作
物
鳥
獣
害
防
止

総
合
対
策
事
業
の
ご
案
内

　

介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
認
定
を

受
け
た
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
介

護
認
定
の
審
査
判
定
資
料
を
確
認

し
、一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、所
得
税
や
町
県
民
税
の
確
定

申
告
で『
障
害
者
控
除
』を
受
け
る
た

め
の
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
を
添
付
す
る
こ
と

で
、本
人
ま
た
は
、そ
の
扶
養
者
が
障

害
者
控
除
ま
た
は
、特
別
障
害
者
控

除
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

交
付
さ
れ
、税
の
控
除
を
受
け
て
い
る
方

や
本
人
ま
た
は
、扶
養
者
が
非
課
税
の
場

合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、健
康
推
進
課（
☎ 

６
３
・
３
８
０
１
）ま
で
。

　

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
と

は
、町
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
生
活
状
況
や
介
護
予
防

の
情
報
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
で

す
。多
く
の
項
目
を
設
け
て
い
ま
す

が
、身
近
な
内
容
で
答
え
や
す
い
、質

問
ば
か
り
な
の
で
、回
答
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者

町
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
無
作
為
抽
出
に
よ
る
約

１
０
０
０
人
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

調
査
期
間

平
成
26
年
１
月
中
旬
か
ら
１
ケ
月
程

度
の
予
定
で
す
。

要
介
護
認
定
を
受
け

た
高
齢
者
の「
障
害

者
控
除
」に
つ
い
て

ご
高
齢
の
み
な
さ
ま
へ

「
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー

ズ
調
査
」に
ご
協
力
を

健康推進課
お知らせ

お問い合わせは、
（☎63・3801）まで。

【
質
問
①
】

　

介
護
保
険
料
は
、税
の
控
除
と
な

り
ま
す
か
？

【
答
え
①
】

　

介
護
保
険
料
は
、国
民
健
康
保
険

税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
同

様
に
所
得
税
や
町
民
税
の
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。確
定

申
告
書
の
社
会
保
険
料
控
除
を
記
入

す
る
欄
に
１
月
か
ら
12
月
末
ま
で
に

納
付
さ
れ
た
介
護
保
険
料
額
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。特
別
徴
収
で
納
付

し
た
保
険
料
が
社
会
保
険
料
控
除
対

象
と
な
る
の
は
、年
金
受
給
者
で
あ

る
ご
本
人
と
な
り
ま
す
。普
通
徴
収

の
場
合
、被
保
険
者
の
保
険
料
を
扶

養
者
が
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、扶

養
者
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

【
質
問
②
】

　

納
め
た
保
険
料
の
年
額
が
わ
か
ら

な
い
の
で
す
が
。

【
答
え
②
】

　

健
康
推
進
課
へ
お
申
し
出
が
あ
れ

ば
、１
月
か
ら
12
月
末
ま
で
の
１
年

間
に
納
付
い
た
だ
き
ま
し
た
介
護
保

険
料
額
を
記
載
し
た
納
付
証
明
書
を

発
行
い
た
し
ま
す
。

介
護
保
険
で

�

よ
く
あ
る
ご
質
問
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青
少
年
健
全
育
成
標
語

を
募
集
し
て
い
ま
す
!!

就
学
援
助
資
金
の

お
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

日
高
町
青
少
年
総
合
対
策
本
部
、青

少
年
補
導
連
絡
協
議
会
、教
育
委
員
会

で
は
、青
少
年
健
全
育
成
の
一
環
と
し

て
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

町
内
の
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
、

町
内
に
在
住
、あ
る
い
は
在
勤
さ
れ

て
い
る
方

■
課
題

　

明
る
い
家
庭
づ
く
り
や
地
域
づ
く

り
、あ
い
さ
つ
運
動
や
子
ど
も
を
守

る
運
動
に
関
し
た
も
の
、助
け
合
い
・

仲
間
作
り
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
に
関
し
た
も
の
、交
通
事
故
防
止

や
未
成
年
の
飲
酒
・
喫
煙
防
止
な
ど

に
関
し
た
も
の

■
応
募
方
法

　

小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
、学
校

名
・
学
年
・
氏
名
を
記
入
の
上
、学

校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
一
般
の
方
は
、住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、教
育
委
員

　

要
保
護（
生
活
保
護
家
庭
）者
に
準

ず
る
程
度
に
困
窮
し
、就
学
困
難
な

児
童
生
徒
の
保
護
者
の
方
に
、学
用

品
費
等
の
就
学
援
助
資
金
が
支
給
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、教
育
課
学
校
教
育
班

（
☎
６
３
・
２
０
３
８
）ま
で
。

会
教
育
課
生
涯
学
習
班（
☎
６
３
・

３
８
１
２　
6
６
３
・
３
３
５

３
）に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り

　

平
成
26
年
１
月
31
日（
金
）

■
入
選
発
表
・
表
彰

　

２
月
下
旬

教
育
委
員
会
か
ら

教
育
委
員
会
か
ら

教
育
委
員
会
か
ら

日高町方杭100番地　☎64・2
ふ

6
ろ

2
ふ

6
ろ

温
泉
館
「
海
の
里
」

　
　
　
み
ち
し
お
の
湯

　

露
天
風
呂
や
う
た
せ
湯
、そ
れ
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ス
ペ
ー

ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
、広
い
駐
車
場
な
ど
を
完
備
。

　

ご
家
族
、親
し
い
お
仲
間
た
ち
と

終
日
の
ん
び
り
と
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

開館状況（年末年始）のご案内
平素は、町内外より多くのみなさまにご利用いただき、誠にありがとうございます。
年末年始の開館状況は、次のとおりですので、本年もご利用の程、よろしくお願い申
し上げます。

開館時間：午前11時〜午後9時（受付終了・午後8時）

1月2日（木）より、平常どおり開館。開　館
休　館 12月28日（土）〜1月1日（水）の間は、休みます。



　広報ひだか2014.1月号 18

お問い合わせは、
（☎63・3805）まで。

上
下
水
道
課

お
知
ら
せ

下
水
道
・
浄
化
槽
を

使
用
中
の
み
な
さ
ま
へ

下
水
道
へ
の
接
続
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

下
水
道（
集
落
排
水
処
理
施
設
）・

浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭

で
は
、以
下
の
こ
と
に
注
意
し
て
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

台
所
で
は
、廃
油
や
野
菜
く
ず
・

�

残
飯
な
ど
を
流
さ
な
い
よ
う
に

�

し
ま
し
ょ
う

　

台
所
か
ら
食
用
油
な
ど
を
流
す

と
、油
が
固
ま
っ
て
管
が
つ
ま
る
原

因
と
な
り
、処
理
場
や
浄
化
槽
の
処

理
機
能
を
低
下
さ
せ
ま
す
。生
ゴ
ミ

な
ど
も
管
が
つ
ま
る
原
因
と
な
り
、

悪
臭
が
発
生
し
ま

す
の
で
、流
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

水
洗
ト
イ
レ
に
は
、ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
物
は
流
さ
な
い

�

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、紙
お
む

つ
、生
理
用
品
、た
ば
こ
、ガ
ム
な
ど

は
水
に
溶
け
な
い
の
で
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
の
整
備
が
で
き
て
も
、み

な
さ
ま
に
使
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。下
水
道
事

業
に
加
入
済
み
で
、ま
だ
接
続
工
事

を
さ
れ
て
い
な
い
み
な
さ
ま
は
早
め

に
工
事
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、接
続
工
事
は『
日
高
町
排
水

設
備
指
定
工
事
店
』し
か
施
工
で
き

ま
せ
ん
。指
定
業
者
の
中
か
ら
工
事

業
者
を
ご
自
分
で
選
び
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。借
家
や
テ
ナ
ン
ト
の
場
合

は
、貸
し
主
と
の
協
議
も
必
要
と
な

り
ま
す
。指
定
工
事
店
は
役
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

洗
濯
に
は
無
リ
ン
洗
剤
を

�

使
い
ま
し
ょ
う

　

洗
濯
用
洗
剤
は
無
リ
ン
の
洗
剤
を

使
用
し
、洗
剤
の
使
い
す
ぎ
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

有
リ
ン
合
成
洗
剤
に
含
ま
れ
る
有

機
リ
ン
は
、処
理
場
や
浄
化
槽
で
処

理
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、河
川

や
海
を
汚
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

有
害
物
を
流
さ
な
い
よ
う
に

�

し
ま
し
ょ
う

　

ガ
ソ
リ
ン
、シ
ン
ナ
ー
、石
油
、ア

ル
コ
ー
ル
類
な
ど
、危
険
物
は
絶
対

に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。揮
発
性

の
高
い
危
険
物
を
流
す
と
、爆
発
を

起
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

お
風
呂
と
台
所
か
ら
の
排
水
が

　

流
れ
る
マ
ス
は
定
期
的
な

�

清
掃
が
必
要
で
す

　

台
所
か
ら
の
排
水
に
は
、油
分
や

野
菜
ク
ズ
を
分
離
す
る
た
め
の
分
離

マ
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
風
呂
か
ら
の
排
水
に
は
、固
形

物
や
毛
髪
等
の
流
下
を
阻
止
す
る
た

め
の
目
皿
付
き
マ
ス
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

※�

目
皿
付
き
マ
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご

家
庭
で
は
、浴
室
内
の
排
水
溝
の
定
期
的

な
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

   

使
用
料
の
変
更
に
つ
い
て

　

転
入
、転
出
、出
生
、死
亡
等
に
よ

り
、ご
家
族
の
人
数
に
変
更
が
あ
る

場
合
、使
用
料
の
変
更
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。ま
た
、大
学
在
学
や

施
設
入
居
等
、特
別
な
理
由
に
よ
り

住
居
を
異
に
し
て
い
る
場
合
は
免
除

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
な
ど
、詳
し
く
は

上
下
水
道
課（
☎
６
３
・
３
８
０
５
）

ま
で
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・中身の消火剤

・消火器の容器

消火器耐用年数の目安

新規購入
消火器具等 斡旋価格

簡易消火具（スプレー式）￥1,800
消火薬剤1.5㎏型 ￥6,000
消火薬剤2.0㎏型 ￥6,500
消火薬剤3.0㎏型 ￥7,000
住宅用火災警報器 ￥4,500

詰め替え
消火器種類 斡旋価格

消火薬剤1.5㎏型 ￥2,000
消火薬剤2.0㎏型 ￥2,600
消火薬剤3.0㎏型 ￥3,500

●消火器の引き取りのみ…￥1,000
※�消火器を新規購入した場合、古い消火器の引き取りは無料に
なります。

消火器を販売するために、こちらから訪問する
ことはありません。
悪徳商法や詐欺には十分注意してください。

注
意

【連絡先】 日高町消防団事務局（☎63・2051）
� （役場総務政策課内）

日高町消防団

消火器斡旋料金一覧表
家で火災が発生したとき！

防災ひとくちメモ  vol.15

　自宅で火事を発見した
ら、まず大声や大きな音
を出して周囲に異常を知
らせましょう。また人を
集めて、初期消火をする
人、119番通報する人と
いう風に役割分担しま
しょう。どんな小さな火事でも119番通報す
ることが大切です。
　初期消火が可能な火の大きさは限られてい
るので、注意してください。火の勢いが強く天
井にまで達している場合は、大変危険ですの
で初期消火を中断して避難してください。
　避難をするときは部屋のドアを閉めて、空
気や煙を遮断するようにして、煙を吸わない
ように一気に駆け抜けましょう。
　また、一旦避難したら、気になることがあっ
ても絶対に戻らないようにしましょう。

　お金の貸し借り、相続、離婚、交通事故などの法
律問題でお困りの方は、右記までご相談ください。
■不当に高額な商品を買わされた
　訪問販売、クレジット、先物取引、欠陥商品など
で困ったときなど、ご相談ください。
■借金が多すぎて払えない
　クレジットやサラ金からの負債が増えて支払い
きれない、取り立てが厳しくて困っているとき、一
人で苦しまないで、ご相談ください。
� など。

●予約受付　 ☎０７３･４２２･５００５
　　午前９時から午後５時まで（年末・年始、祝日除く）
●相談日時　毎週木曜日　13:30〜16:00
●相談場所　財部会館
　　　　　　御坊市湯川町財部485番地
●相談担当弁護士　和歌山弁護士会所属弁護士
●相 談 料　5,000円（消費税別途）
※�相談者の方の収入・資産等によっては相談料が無料になる場合が
あります。

※�なお、相談に引き続き弁護士に事件を依頼される場合は、別途弁護士
費用が必要となります。詳しくは相談担当弁護士にお尋ねください。

御坊日高常設法律相談所について

防災ひとくちメモ  vol.15

… ８年程度
…10年程度
… ８年程度
…10年程度

■�H26年４月１日から、新規購入価格の見直しを行います。
　あらかじめ、ご了承ください。
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11月19日（火）
　お父さんが子育て支援センターに来てくれ
ました♪
　他のみんなのお父さんも、ぜひ遊びに来て
くださいね！

11月27日（水）
　お姉ちゃんと一緒に自動車遊び。
　上手に運転できるかな？
　お姉ちゃん、ゆっくり押してね！

11月21日（木）
　お小麦粉に水を入れると粘土になったよ♪
ちぎってまるめて、いっぱい上手にできたかな！

お問い合わせは、
� 子育て支援センター（☎ 70･4140）まで。

〜☆☆☆お父さんと一緒☆☆☆〜

〜☆☆☆自動車遊び☆☆☆〜

〜☆☆☆小麦粉粘土遊び☆☆☆〜

〜☆☆☆小麦粉粘土遊び☆☆☆〜

※０〜３歳の未就園児とその
　�保護者の方が対象となって
います。
※月〜金
　午前 9:00 〜 12:00
　午後 13:00 〜 16:00

日高町子育て支援センターだより
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開室日…月曜日〜土曜日　AM8：30〜PM5：00
閉室日…日曜日、祝日、年末年始、特別整理期間 中央公民館（☎63・3811）

公 民 館 図 書 室 だ よ り

み な さ ん の お 越 し を
お 待 ち し て い ま す!!

新着図書のご案内

新着図書のご紹介

み な さ ん の お 越 し を
お 待 ち し て い ま す!!

《一般書》
☆星籠の海　上・下
� （島田　荘司）
　瀬戸内海、松山沖に浮かぶ興居島の湾に連続して
死体が流れ着く。奇妙な事件の調査を依頼された御
手洗潔は、石岡和己とともに瀬戸内へ。そして、解決
への鍵を求めて向かった広島の鞆の町もまた、不穏
な気配を漂わせていて…。

おはなしの会
読み聞かせボランティア

募集中!!
　中央公民館では、子供たちに
本を読んでくれる方を募集しています。絵本や
読み聞かせに興味のある方はお気軽にお問い
合わせください。

《児童書》
☆わたししんじてるの

（宮西　達也）
　洞穴に閉じ込められてしまったお父さんとお
母さんを助けるため、トリケラトプスの子はひと
りで恐いティラノサウルスに頼みに行き…。恐竜
の子の強い想いが起こした奇跡の物語。

　※新着図書は、一人２冊までの貸出となります　　　　

一般書

児童書

●傷 （堂場　瞬一）
●ゼツメツ少年 （重松　清）
●もう誘拐なんてしない （東川　篤哉）
●天使の正体 （金澤　泰子）
●お伊勢ものがたり （梶　ようこ）
●十一月に死んだ悪魔 （愛川　晶）
●スナックちどり （よしもと　ばなな）
●とっぴんぱらりの風太郎 （万城目　学）
●さわらびの譜 （葉室　麟）
●黙示録 （池上　永一）
●沈黙のエール （横関　大）
☆星籠（せいろ）の海　上・下 （島田　荘司）
●別れの挨拶 （丸谷　才一）
●金色機械 （恒川　光太郎）

●北天の馬たち （貫井　徳郎）
●たからもの （北原　亞以子）

☆わたししんじてるの （宮西　達也）
●ずっとずっといっしょだよ （宮西　達也）
●ハナミズキのみち （黒井　健）
●たいせつなこと （レナード・ワイスガード）
●わらしべ長者 〔紙芝居〕
●あひるのおうさま 〔紙芝居〕
●かけっこどん！ 〔紙芝居〕

など、全部で24冊！

など、全部で９冊！
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保健だより 
毎日が運動生活毎日が運動生活毎日が運動生活
～日常生活の中で身体活動を増やそう～～日常生活の中で身体活動を増やそう～

　運動があまり得意でない、運動をする気がしない、運動する時間がないという人は、家事や庭仕
事などの「生活活動」や、ストレッチなどの軽い「運動」から始めてみましょう。何もやらないより
は、まずはできることから、少しでも体を動かしましょう。

★運動のプラス面に目を向ける
　「面倒くさい」「きつい」など、運動の負担面
ばかりに目を向けず、運動することで得られ
るプラス面に目を向けましょう。例えば、体
重が減る、心身が快活になるなどです。

★生活活動を増やすことから始める
　運動が得意でない、時間がないという人
は、運動と考えるのではなく、「体を動かす
こと（生活活動）」を増やしてみましょう。

★簡単なストレッチからチャレンジする
　テレビを見ながらや、朝起きたときに1分
間、簡単なストレッチから始めましょう。痛
みを感じない程度に、ゆっくり呼吸をしな
がら15〜30秒体を伸ばします。短時間でも
毎日続けることが大切です。

★今までより、1日1,000歩多く歩く
　1日10,000歩歩くことが健康づくりには
効果的です。しかし、無理をせず、まずは今
までの生活での歩数を測り、1,000歩多く
歩くことを心がけましょう。1,000歩は約
10分の歩行です。

★生活の中でできるきっかけをつくる
　ちょっと遠回りして帰る、昼休みに散歩
するなど、毎日の生活の中でできることを
見つけましょう。

　生活習慣病予防には、何か特別な運動が必要だと思っていませんか？
　厚生労働省は「健康づくりのための運動指針2006」を策定し、その中で
生活習慣病予防として「身体活動」の量を増やすことを提唱しています。
「身体活動」とは、体力の維持や向上を目的として行うウォーキングなど
の「運動」と日常生活で体を動かす家事や育児、通勤などの「生活活動」を
合わせた名称です。
　家事や通勤だって立派な身体活動なのです。生活習慣病を防ぐために、
毎日の生活の中で身体活動量を増やす取り組みを、さっそくはじめてみ
ませんか？

身体活動を増やすポイント
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お問い合わせ/健康推進課（☎63・3801）

　「何か特別な運動をしなければならない」と思うと気が重くなりますが、ウォーキングなら「いつ
でも・どこでも・手軽に」できます。特別な準備は不要。家族や友人を誘って、さあ、歩きましょう！

ウォーキングの健康効果
●老化防止
　歩くことで足の筋肉が活発に働き、大脳
が刺激されます。刺激されることにより脳
細胞が活性化し、老化を遅らせ若さを持続
させます。

●肥満防止
　多くの酸素を体内に取り入れ、効率よく
体脂肪を燃焼させることができるので、肥
満防止だけでなく減量にも効果的です。

●ストレス解消
　歩くことにより自律神経のバランスが整
えられます。また、屋外を歩き景色を眺める
ことで、気分的なリフレッシュ効果も得ら
れます。

●生活習慣病予防
　血中脂質、血糖値などが改善されるため
生活習慣病の改善運動として最適です。

●骨粗しょう症対策
　歩くことにより無理なく骨に刺激が加わ
り、骨が強化されるとともに骨の老化を防
ぐことができます。

【理想的なウォーキングフォーム】

運動初心者の方へ

あごをひいて、視線は
前方やや遠くをみる

肩の力を抜く胸を張って、
背筋を伸ばす

自分に合った
靴選びを

着地はかかと
からつま先へ

ひじは力を
ぬいて曲げ、
前後にふる

歩幅は大きくリ
ズミカルに歩く

つま先へ体重を移
動させ、地面を押し
出す感じで

効果的な運動方法を学んで、メタボリックを予防・改善しませんか？
楽しく運動をしたい方、ぜひご参加ください。

☆�医療機関にかかっている方は、運動制限について必ず主治医に
ご相談ください。

○ストレッチ
○初級エアロビクス
○ウォーキングフォーム
○筋力トレーニング

・動きやすい服装　・汗ふきタオル
・飲み物（お茶など）

メディカル＆フィットネス　アクオ
運動指導士

メディカル＆フィットネス　アクオ　３階
（黎明会北出病院ウラ）

日　　程 時　　間
① 平成26年１月21日（火） 13:30〜15:00
② ２月17日（月） 10:00〜11:30
③ ３月14日（金） 13:30〜15:00

ご用意いただく物

講　師

場　所

日　時

お申し込み・お問い合わせ先 健康推進課　☎63・3801

運 動 教 室 の ご 案 内
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最
近
、
高
齢
の
方
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
案

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
．
業
者
か
ら
「
あ
な
た
か
ら
注
文
が
あ
っ
た
商
品

を
着
払
い
で
送
る
の
で
、
必
ず
支
払
っ
て
く
だ
さ

い
」
等
と
突
然
電
話
が
あ
り
、
断
る
と
「
注
文

し
た
の
を
覚
え
て
い
な
い
の
か
」「
あ
な
た
の
た

め
に
調
合
し
た
も
の
で
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
な
い
」

「
断
れ
ば
裁
判
す
る
」
等
と
強
引
に
商
品
を
送
り

つ
け
る
事
案
。

※

商
品
を
送
り
付
け
ら
れ
て
も
受
領
拒
否
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
．
社
会
保
険
事
務
所
、
市
役
所
、
税
務
署
等
の
職

員
を
名
乗
り
、
医
療
費
や
税
金
等
が
還
付
さ
れ

る
と
言
っ
て
金
融
機
関
に
赴
か
せ
、
携
帯
電
話
で

言
葉
巧
み
に
指
示
し
な
が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ

て
お
金
を
騙
し
盗
る
と
い
う
事
案
。

※

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
、
還
付
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。
あ

わ
て
ず
住
所
地
を
管
轄
す
る
社
会
保
険
事
務
所
等
の

関
係
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
詐
欺
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
発
生
!!

　

御
坊
署
管
内
で
も
「
風
力
発
電
の
会
社
の
債
権
が

当
た
っ
た
。
債
権
は
、
５
０
０
万
円
す
る
が
、
す
ぐ

に
４
４
０
万
円
上
乗
せ
し
た
９
４
０
万
円
を
渡
し
ま

す
」
と
い
う
勧
誘
の
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

きしゅう君

御坊警察署
高家駐在所
　　小谷 良文

比井駐在所
　　岡野 敏之
　 23-0110

（お知らせ）
Eメールによるご意見、
ご感想、ご相談を受け
付けています。
和歌山県警のホーム
ページは
http://www.police.pref.
wakayama.lg.jpです。
ご利用ください。

　

お
正
月
は
、新
年
会
や
年
始
の
あ
い
さ
つ
回

り
な
ど
飲
酒
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
に
対
す
る
罰
則
や
取
り
締
ま

り
が
強
化
さ
れ
て
い
る
の
に
、依
然
と
し
て

飲
酒
運
転
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　

死
亡
事
故
の
原
因
と

し
て
、飲
酒
運
転
が
占

め
る
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、

「
飲
ん
だ
ら
、乗
る
な
。

　
　
　

乗
る
な
ら
、飲
む
な
」

を
徹
底
し
、飲
酒
運
転
の
交
通
事
故
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

特
殊
詐
欺
に

  

注　

意
！

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
１
１
０
番
は
、す
べ
て
和
歌
山
県
警

察
本
部
の「
通
信
指
令
室
」で
受
理
し
て
い
ま
す
。

　

１
１
０
番
を
受
理
し
な
が
ら
、パ
ト
カ
ー
等
に
指
令
し
て

い
ま
す
の
で
、慌
て
ず
落
ち
着
い
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

運
転
中
、携
帯
電
話
で
１
１
０
番
す
る
時
は
、ま
ず

「
車
を
止
め
て
か
ら
」通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１
１
０
番
は
、み
な
さ
ん
の
安
全
を
守
る
電
話
で
す
。

　

い
た
ず
ら
電
話
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　

お
急
ぎ
で
は
な
い
お
問
い
合
わ
せ
や
ご
相
談
は
、御
坊

警
察
署
の
、警
察
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1
1
0
番
は
、

　

事
件
・
事
故
発
生
時
の

　
　

  
緊
急
電
話
で
す
！

1月10日は、110番の日

緊急の場合は
110番

　

旧
年
中
は
、警
察
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
年
も
、事
件
・
事
故
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年　

元
旦　

  　
　
　
　

飲酒運転による交通事故防止！
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山
百
合
短
歌
会
詠
草

市
江
崎
の
水
平
線
に
日
が
沈
み
空
一
面
は
茜
に
染
ま
る

庵
戸
真
知
子

み
か
ん
は
や
大
き
く
な
り
て
色
づ
き
し
自
然
に
感
謝
見
上
げ
る
日
々
よ

西
岡
美
智
子

つ
ぶ
ら
な
る
風
船
葛
の
種
に
見
る
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
に
顔
ほ
こ
ろ
び
る

玉
井
か
を
る

片
時
も
離
す
事
な
き
形
見
な
る
母
の
指
輪
を
ふ
と
眺
め
お
り

仲
田
美
智
子

一
握
の
落
穂
ひ
ろ
い
て
足
る
心
棚
田
の
め
ぐ
り
秋
茜
舞
う

奥
田　

房
子

三
世
代
の
運
動
会
に
見
る
弁
当
卵
焼
き
の
み
変
わ
ら
ず
入
る

小
山　

和
代

熊
野
道
定
家
の
越
え
た
雲
取
り
は
朝
霧
の
な
か
佐
助
の
ご
と
く

中
西　
　

優

ス
ー
パ
ー
に
花
包
み
く
れ
し
新
聞
の
花
壇
を
占
む
る
福
島
の
う
た

深
海
三
千
代

ス
カ
ー
ト
を
選
び
正
式
参
拝
に
出
雲
大
社
へ
娘こ

と
連
れ
立
て
り

曽
根　

邦
子

日
に
咲
き
て
一ひ

と
ひ日

を
閉
じ
し
時
計
草
花
殻
今
日
は
何
包
み
し
や

北
垣　

鈴
子

秋
空
に
赤
味
お
び
来
し
早
生
み
か
ん
む
け
ば
ほ
ろ
り
と
故
郷
の
味

松
原　

昌
子

イ
ス
ラ
ム
や
ユ
ダ
ヤ
の
国
の
生
存
権
奪
い
う
ば
わ
れ
何
千
年
も

野
㞍　
　

功

　平成27年に開催される「紀の国わかやま国体」で日
高町は、ホッケー競技の会場です。
　大会の運営には、多くの皆様の力が必要です。全国か
ら来られる方々を温かくお迎えし、日高町らしい大会
開催に向け、たくさんのご応募をお待ちしています。

募集内容
　平成27年の紀の国わかやま国体と
　平成26年のリハーサル大会での
　　　　「運営および準備サポーター」
応募要件
日高町内に在住、在勤、在学する個人またはグループ
（１）運営サポーター（応募時点で18歳以上の方）
（２）準備サポーター（本人の意志でどなたでも。年齢不問）

応募方法
町教育委員会で手続きを行えます。
※�詳細などは、下記までお気軽にお問い合わせくだ
さい。
　・教育委員会（☎63･3812）

日　　程
☆ホッケーリハーサル大会
　　　　平成26年7月19日（土）から7月23日（水）
☆紀の国わかやま国体
　　　　平成27年9月26日（土）から10月6日（火）
　　（ホッケー競技）
　　　　平成27年10月1日（木）から10月5日（月）

紀の国わかやま国体　ボランティア

「日高町国体サポーター」を募集します！
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

●
20
日（
月
）　

﹇
時
間
﹈13
時
〜
16
時

﹇
費
用
﹈無
料

●
14
日（
火
）

●
2
月
4
日（
火
）

﹇
対
象
﹈乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

◎
受
付
／
9
時
30
分
〜
11
時

子

育

て

広

場

子

育

て

広

場

●
16
日（
木
）

﹇
対
象
﹈H
22
年
5
月
〜
6
月
生

◎
受
付
／
13
時
〜
13
時
50
分

３

歳

月

児

健

診

３

歳

月

児

健

診

●
30
日（
木
）

﹇
対
象
﹈H
23
年
5
月
〜
7
月
生

◎
受
付
／
13
時
〜
13
時
50
分

２

歳

児

健

診

２

歳

児

健

診

日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

日

高

町

中

央

公

民

館

●
7
日（
火
）　

13
時
30
時
〜　

２
階
和
室

新
春
子
ど
も
カ
ル
タ
会

新
春
子
ど
も
カ
ル
タ
会

●
4
日（
土
）　

10
時
〜

　
﹇
対
象
﹈H
5
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

H
6
年
4
月
1
日
生

成

人

式

成

人

式

ZTVで新年の
ごあいさつ

●
8
日（
水
）

﹇
対
象
﹈H
25
年
8
月
1
日
〜
9
月
15
日
生

　
　
　

H
25
年
2
月
1
日
〜
3
月
15
日
生

◎
受
付
／
12
時
30
分
〜
13
時
20
分

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

　

日
高
町
長
の
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
を
Ｚ
Ｔ
Ｖ
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

放
送
し
ま
す
。放
送
日
は
１
月
１
日

か
ら
３
日
の
毎
日
、９
時・13
時
16
時・

20
時
か
ら
放
送
し
ま
す
。

国民年金だけでは…？
　　　もう少し年金を増やしたい…！
　　　　　　　　　とお考えのあなたへ…！！

掛金は全額所得控除で
　　　　　税金がすごくお得！
年金額が確定、掛け金額も一定
終身年金が基本

☎ 0120・65・4192　 www.wakayama-kikin.or.jp
〒640-8137  和歌山市吹上2-1 日赤会館6階
和歌山県国民年金基金

※国民年金基金は、自営業者等の国民年金第1号被保険者（20歳～
60歳）が対象でしたが、60歳以上65歳未満の国民年金任意加入
被保険者の方も加入できるようになりました。（平成25年4月から）

お問い合わせ・
資料請求は

国 民 年 金 基 金

HDK3-061
長方形
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2 3 4 5 6 7 8

5 6 7 8 9 10 11

26 27 2928 30 31 2/1

19 20 22 23 24 25

12 13 14 15 16 17 18

21

12/29 30 31 1/1 2 3 4

暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 
日 　 　 　 月 　 　 　 火 　 　 　 水 　 　 　 木 　 　 　 金 　 　 　 土 　  

2014年1月
January

※印の詳細は、右ページのインフォメーションをご覧ください。

・粗大ごみ
 （萩原・荊木・駅前）

・粗大ごみ
 （池田・東光寺・内ノ
畑・原谷）

・町消防団訓練出初式
 （若もの広場ほか）

・新春こどもカルタ会※
 （中央公民館）

成人の日

元旦

・成人式※
 （中央公民館）2013年 2014年

・4か月児・10か月児健診※
 （対象：H25年8月1日～
9月15日生、H25年2月
1日～3月15日生）
 （ふれあいセンター） 
・資源ごみ

・子育て広場※
 （ふれあいセンター）

・小型プラスチックごみ

・小型プラスチックごみ

・3歳児健診※
 （対象：H22年5月～
6月生）
 （ふれあいセンター） 

・2歳児健診※
 （対象：H23年5月～
7月生）
 （ふれあいセンター） 

・人権相談・行政相談・
心配ごと相談合同相
談所開設※
 （ふれあいセンター）

・運動教室
 （メディカル＆フィットネス
アクオ　3階）

・資源ごみ

・国民健康保険税
 第8期分納期限
・後期高齢者医療保険料
  第7期分納期限

・子育て広場※
 （ふれあいセンター）

・複雑ごみ

■ ケーブルプラス電話とは、Z T Vと K D D I が提携し、
  提供する固定電話サービスです。

新サービス

只今好評受付中

※＠ビリングまたはMyビリング利用料金割引なしで、
　紙請求書発行ありの場合の住宅用1級取扱局プッシュ回線
　利用料金です。
　（その他の回線種別・取扱局は料金が異なります。）

月々
284円
おトク！

年間
3,408 円
もおトク！

お客様センター
0120-222-505

1,396
1,680円/月
NTT 加入電話

基本料金

1,396円/月
ケーブルプラス電話

基本料金※

（平日・土・日・祝 9：00～17：30）

月額基本料金＆通話料がおトク！

月額

電話

円

■月額基本料金

月額基本料金とは別にユニバーサルサービス料が
毎月必要となります。
（平成25年４月現在：3.15円）

ケーブルプラス電話間
24時間通話無料

「自宅でいつまでも暮らしたい」「身の回りのことは出来るだけ自分でし続け
たい」ひだか博愛園みちしおは、そんなあなたを応援します！
いつでもお気軽にご相談ください。

ひだか博愛園みちしおは、「地元に残って働きたい」と言うあなたを支えます！
まずはお電話でご相談ください。
親切丁寧に説明いたします。

社会福祉法人　博愛会

和歌山県日高郡日高町阿尾646
TEL 0738-64-8008   HP http://www.hakuaikai.net

ひだか博愛園
みちしお

HDK3-061
長方形
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51（
代
） 

町の人口と世帯 

平成25年11月30日現在
人　口 7,904人
　男 3,772人
　女 4,132人
世帯数 3,008戸

日
高
町
民
憲
章 

　

人
が
町
を
つ
く
り 

　
　
　
　

町
が
ひ
と
を
つ
く
る 

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し 

　

快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し 

　

心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み 

　

健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
知
恵
を
出
し　

汗
を
流
し 

　

活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち　

ふ
れ
あ
い
を 

　

大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

　クエ・フェアやゆかたフェスタ、ふれあ
い祭等での華麗なダンスでお馴染みの
ULTRA☆MANIACは、平成13年に結成さ
れたダンスサークルです。
　御坊市、日高町、由良町の4歳児～中学生
20人で構成され、活動しています。ダンス
スクールとは違い、サークルならではの
アットホームな雰囲気で練習しています。
　また、1月には県立図書館でのイベント
にも出演されるそうです。
　レッスンは、北野香織先生の指導のも
と、毎週火曜日の18時30分～21時に中央
公民館で行っています。
　詳しくは、中央公民館（☎63・3811）まで。

町内で活躍されている文化活動団体をご紹介するコーナーです。

vol.1

「興味のある方は　いつでも　遊びに来てくださいね！」

☆
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